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本書に掲載した 1/300,000 の地図は、国土地理院発行の地理院地図（標準地図）を、1/75,000、

1/50,000、1/25,000の地図は、国土地理院発行の 1：25,000 地形図「小岩井農場」「盛岡」「南昌山」

「矢幅」「姥屋敷」「鷹高」を使用したものである。 

また、1/3,000、1/6,000、1/10,000 の地図は、岩手県の承認を得て岩手県所有の「盛岡広域都市

計画図（1/2,500、1/10,000）」を複製したものである（(承認番号)令和５年７月 18 日岩手県指令都

第８－４号）。 

なお、地図の作成にあたっては、国土地理院発行の基盤地図情報を使用した。 
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